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第 72回（令和７年度）矢野賞受賞者３名が決定しました 
 

 公益財団法人矢野恒太記念会が岡山県内の優秀な青年農業者を表彰する矢野賞につい

て、令和７年度の受賞者が決まりましたので、お知らせします。 
 

記 
 
１ 矢野賞受賞者 
 

氏  名 住  所 年齢 経営部門 

岡崎
おかざき

 伴
とも

明
あき

 岡山市東区西
にし

幸
こう

西
ざい

 43 米麦、野菜 

岡本
おかもと

 和正
かずまさ

 倉敷市玉
たま

島
しま

道
みち

越
ごえ

 42 果樹 

與
よ

田
だ

 十也
か ず や

 高梁市備中町平川
びっちゅうちょうひらかわ

 38 野菜 

             ※年齢は令和７年４月１日現在、経営の概要は裏面を参照 

２ 選考基準 

県内において農業に従事している青年農業者で、技術水準の高さやイノベーション等

により、経営基盤を確立するとともに、青年農業者グループ等の活動に積極的に参画し、

地域農業の発展や農村の活性化に努めている者 
 
３ 贈呈式  

（１）日   時：令和７年 10月 31日（金）11:00～ 

（２）場   所：第一生命本館６階大会議室（東京都千代田区有楽町１-13-１） 

（３）主   催：公益財団法人矢野恒太記念会 

（４）出席予定者：受賞者及び配偶者、岡山県関係者、矢野恒太記念会関係者他 
 

 （参考）矢野賞について 

郷土出身（岡山市東区
たけわら

竹原）で第一生命保険株式会社創立者である
や の つ ね た

矢野恒太氏（1866 

～1951 年）の業績を顕彰するため昭和 28 年３月に「財団法人矢野恒太記念会」が設

立され、その事業の一つとして「矢野賞」を設け、県内の優秀な青年農業者を表彰し

てきた。昭和 29 年に第１回目の表彰が行われて以来、これまでに 71 回、233 名が受

賞している。 
 
  

課 名 農 産 課 

担 当 井上、村瀬 

内 線 3832 

直 通 086-226-7421 

お 知 ら せ 



 

第72回（令和７年度）矢野賞受賞者の概要   
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（43歳） 

岡山市東区西幸西 

 

 
経営内容：米麦・野菜 
（水稲 24.3ha、小麦 10ha、レタス 0.6ha） 
 
大学卒業と同時に親元で農業経営を学び、平成 22年に経

営分離し、米麦と野菜の複合農家として経営を開始した。 
地域計画の中心的経営体として農地集積を積極的に進

め、自力施工による合筆で作業性の向上を図りつつ、水位
センサーやドローンなどのスマート農業技術を活用した省
力・効率化を実践している。ＪＡ岡山西大寺レタス部会で
は部会長、岡山地方大型米麦研究会では副会長を務め、産
地を牽引する役割を果たしている。 
青年農業者クラブ活動では、西大寺新農業経営者クラブ

の会長を務め、地域農業の振興に尽力している。 
地域では、小中学生へのスポーツ指導や食農教育、子ど

も食堂への農産品の無償提供など、青少年の健全育成や地
域の発展に貢献している。 

岡本
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（42歳） 

倉敷市玉島道越 

 

 
経営内容：果樹 
（もも 1.7ha） 
 
県外の民間企業で勤務しながら、定期的に現地を訪問し、

新規就農研修制度を活用して、平成 31年にもも農家として
新規就農した。省力化と効率化を重視したスマート農業技
術が活用しやすい園地整備とロボット草刈機の導入などを
積極的に行い、大規模もも専作経営を実現している。販売
面では、検疫条件の厳しい台湾への輸出に対応した選果施
設を個人で整備し、令和７年から輸出に取り組んでいる。 
青年農業者クラブ活動では、倉敷市新農業経営者クラブ

の会長や県協議会の理事を務め、若手生産者の中心的人物
となっている。 
地域では、新規参入の経験を活かし、部会の担い手役員

や就農アドバイザーとして新規就農者 11名の確保・育成に
貢献するなど、地域農業の維持・発展に重要な役割を果た
している。 
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（38歳） 

高梁市備中町平川 

 

 
経営内容：野菜 
（トマト 32a） 
 
県内の民間企業での勤務を経て、新規就農研修制度を活

用し、トマト農家として平成 29年に新規就農した。就農当
時から夏季の高温対策に取り組み、軒高連棟ハウスや遮光
技術を導入し、近年の猛暑の中でも高品質安定生産を実現
している。 
青年農業者クラブ活動では、高梁地方協議会の会長など

要職を長年務め、プロジェクト活動を主導するなどクラブ
の中心的役割を担っている。 
地域では、自身の移住や就農経験を活かし、移住就農受

入体制の整備を図り、子育て世代６組の就農を支援した。
それら地域の活動は国からも高く評価され、令和６年度過
疎地域持続的発展優良事例表彰を受賞するなど、農業だけ
でなく地域の活性化にも大きく貢献している。 
 

  
 


